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1.  はじめに 

1.1.  生活科の目標 

   生活科は，具体的な活動や体験を通して，身近な生活に関わる見方・考え方を生かし，自立し

生活を豊かにしていくための資質・能力を育成することを目指すこととしている。平成 29 年告示

の小学校学習指導要領（文部科学省，2018）において，資質・能力については次の３つの柱で構

成されている。知識及び技能の基礎としては，「活動や体験の過程において，自分自身，身近な人々，

社会及び自然の特徴やよさ，それらの関わり等に気付くとともに，生活上必要な習慣や技能を身

に付けるようにする。」とされる。思考力，判断力，表現力等の基礎としては，「身近な人々，社

会及び自然を自分との関わりで捉え，自分自身や自分の生活について考え，表現することができ

るようにする。」とされる。学びに向う力，人間性等としては，「身近な人々，社会及び自然に自

ら働きかけ，意欲や自信をもって学んだり，生活を豊かにしたりしようとする態度を養う。」とさ

れている。 

 

1.2． 本実践におけるねらいと手立ての概要 

   この教科目標を踏まえると，自立し生活を豊かにしていくためには，活動に没頭する中で，こ

れまでの生活や学習経験で培った能力を発揮しながら，対象だけでなく，自分自身のよさに気付

き，活動の意味や価値を実感し，生活をよりよくしていこうと活動し続ける姿が必要である。 

自分自身についての気付きについては，小学校学習指導要領によると，次のようなことが重視

されている。第１は，集団生活になじみ，集団における自分の存在に気付くことである。また，

集団の中の自分の存在に気付くだけでなく，友達の存在に気付くことも大切にする。第２は，自

分のよさや得意としていること，また，興味・関心をもっていることなどに気付くことである。

また，自分のよさや得意としていることなどに気付くことは，同時に，友達のそれにも気付き，
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認め合い，そのよさを生かし合って共に生活や学習ができるようになることである。第３は，自

分の心身の成長に気付くことである。 

   本単元において栽培活動を進めていく際には，気付きの質を高めるための表現活動を充実させ

ていくことが重要であると考える。小学校学習指導要領解説には，「言葉，絵，動作，劇化などの

多様な方法により表現することによって，生み出した気付きを自覚することにつながるからであ

る。さらに，表現する活動は，気付いたことを基に考え，新たな気付きを生み出し，気付きの質

を高める深い学びにもつながる。」「何度も対象と関わりながら，表現し考えることを繰り返し，

気付きを自覚し確かなものにしていく。自分の気付きや発見を友達と交流し伝え合う活動を通し

て，それぞれの気付きを関連付けることにもつながる。」とある。さらに，田村（2017）も，「生

活科の学習活動の展開において，教師は，児童の思いや願いを実現する体験活動を充実させ，表

現活動を工夫し，体験活動と表現活動が行きつ戻りつする相互作用を意識することが重要なので

ある。」と表現活動の重要性を述べている。気付きの質を高め，対象のみならず自分自身について

の気付きが生まれるようにするためには，体験活動単体では十分な効果が発揮されない。体験活

動と表現活動を繰り返し行っていく必要がある。 

そこで，本実践では，子どもが自分の取組のよさに気付き，自分の取組のよさや成長の自覚を

促す手立てについて，第２学年単元「大すき やさいさん」の実践を通して，気付きの質を高め

るための観察カードを用いた観察活動と，気付きの質を高めるための観察カードを用いた交流活

動，自分自身についての気付きを自覚化するためのワークシート（振り返りカード）を用いた毎

時間の振り返り活動という，体験活動と表現活動とを繰り返すことを重視した。また，その手立

ての有効性については，子どもの言動や観察カード，ワークシート等の記述から考察し，その成

果と課題を報告する。 

 

2． 実践単元について 

2.1． 単元名 

 「大すき やさいさん」（第２学年） 

 

2.2． 単元の概要 

本単元は，生活科の内容⑺「動植物の飼育・栽培」を中心に構成したものであり，野菜の栽培

活動を核としている（文部科学省，2018）。実施時期は，第２学年の４〜７月である。栽培する野

菜は，ミニトマト，トマト，キュウリ，ピーマン，ナスの５種類の夏野菜とした。子どもの栽培

意欲を高めるために，鹿児島大学教育学部の実習地へでかけ，自分が育てたい野菜の苗を選択し

て苗を受け取ったり，自分の野菜に名前を付けたりして自分の野菜に愛着がもてるようにする。

栽培活動では，授業外でもいつでも野菜にかかわることができる教室の横で栽培する。授業では，

自分と友達の野菜や世話の仕方を比べ，野菜の特徴や新たな世話の仕方に気付いたり，以前の野

菜と現在の野菜を観察カードや画像で比べ，野菜の生長や変化と自分の世話を関連付けて考えた
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りすることができるようにした。野菜を収穫する活動では，収穫できた喜びや成就感を深めるた

めに，収穫した実を持ち帰って家族と共に食べるようにしたり，収穫時の自分の気持ちをワーク

シートに絵や言葉で表現し，それを紹介し合う活動を設定したりした。 

 

2.3． 単元のねらい 

   本単元は，自分の野菜を大きく育てようと自分なりに考えながら，野菜に働きかける活動を通

して，『自分の野菜を大きく育てて収穫したい。』という思いや願いを達成していく楽しさを味わ

わせながら，活動の意欲を高めようとするものである。同時に，これまでの経験を基に，諸感覚

を使って野菜の観察をしたり，試行錯誤して野菜に必要な世話を考えたりしながら，気付いたこ

とを表現する力を培おうとするものである。また，野菜は生命をもっていることや生長している

ことに気付くことをねらっている。さらには，体験活動と表現活動の繰り返しを通して，自分の

力で観察や世話をすることができた経験から，自分のよさや成長に気付き，これまで以上に植物

への親しみをもち，大切にしようとすることをねらっている。 

 

2.4.  子どもの実態 

本単元を行うまでに，子どもたちは本校第１学年生活科の学習において，「さんぽ」「やったぞ，

２年生」の学習を経験している。それぞれの単元の活動を通して，子どもたちのワークシートに

は，「散歩に行って，大学で○○を見付けた。」「１年生がプレゼントを喜んでくれて嬉しかった。」

といった，対象への気付きが読み取れる記述が目立った。一方，活動や取組のよさや，自分自身

の成長に関する記述はほとんど見られなかった。 

本単元の実践前に，野菜栽培や学習意欲に関するアンケート調査を実施したところ，本学級の

子どもたちは，全員が野菜栽培に対しての意欲が高く，多くの子どもが，野菜に必要な世話とし

て水かけの必要性を感じていた。これは，１年生でのアサガオの栽培経験からと考える。しかし，

野菜の栽培に必要なその他の世話（観察が必要：３名，虫取りが必要：４名，等）に気付いてい

ない子どもが多かった。これは，約半数の子どもが野菜の栽培経験をしたことがないことや，野

菜を育てたことがある子どもも家族と共に育てた経験であり，一人で育てた子どもが少ないこと

が要因として考えられ，したがって実際の活動において子どもの対象への気付き並びに自己への

気付きの必要性につながる事象だと推察した。１年生でも観察活動を経験しているため，観察と

いう取組のよさに関しては，再度そのよさを実感させていく必要があると考えた。また，学習の

進め方に関する質問では，「自分と友達の取組を比べたことがある」と回答した子どもは 34 名中

10 名であり，友達の取組を自分の取組に生かそうとする姿にまでは至っておらず，困ったときの

対応の仕方は，「友達に聞く」が最も少なかった。そこで，野菜の栽培活動に取り組む中で，自分

と友達の野菜を比較させたり，気付いたことを友達と交流させたりしながら，野菜には多様な世

話があることに気付かせていくことも有効であると考えた。 

このような実態から，野菜の栽培活動に意欲的な子どもたちであるため，主体的に活動に取り
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組むことができると考えた。一方で，野菜や栽培活動に対する気付きの質を高める必要があると

共に，交流活動を通して，自分自身についての気付きの質も高めていく必要があると考えた。 

 

2.5.  単元の目標 

   本単元の目標は，生活科で育成を目指す３つの資質・能力から次のように設定した。 

(1)  自分の野菜が生命をもつことや生長していることに気付くと共に，野菜を生長させることが

できた自分のよさや成長に気付くことができる。 

(2)  これまでの栽培経験や同じ野菜を育てている友達との情報交換，野菜作りに詳しい方に尋ね

たことなどを基に，諸感覚を使って自分の野菜を観察したり試行錯誤しながら世話をしたりす

ることができると共に，観察したことや世話したことを絵や文に表すことができる。 

(3)  『自分の野菜を大きく育てて収穫したい。』という思いや願いを基に，諸感覚を使った栽培

活動や友達との交流を通して，自分の野菜に親しみをもち，心を寄せながら大切に育てること

ができる。 

 

2.6.  単元の指導計画（全 11 時間） 

表１ 単元「大すき やさいさん」指導計画 

時 主な学習活動 想定した子どもの姿(気付き) 
観 察
カード注１) 

振り返り
カード注２) 

１ 育てたい野菜を決める。  ○○を育てたいな。(野菜への興味・関心への気付き)   

２ 実習地に行き，苗をもらう。  僕の野菜は友達の野菜と違うぞ。（野菜の種類への気付き） a ◯ 

３ 
苗を鉢に植える。  アサガオは種からだったけど，ビオラを植えるときと似て

いるね。(植え方への気付き) 
 ◯ 

４ 
 自由に観察する。→諸感覚を

働かせて観察する。 

 葉っぱがギザギザしている。茎の色が紫色だ。つるが出て

いる。(観察の仕方への気付き，野菜の特徴への気付き) 
１～４ ◯ 

５ 
 諸感覚を働かせながら観察

する。（友達の野菜との比較） 

 私の野菜は○○さんの野菜にはない蔓がある。(自分の野菜

の特徴への気付き) 
１～４ ◯ 

６ 
 前時に見いだした気付きを

基に，野菜の観察・世話をする。 

○○さんは，支柱を立てている。○○君は，日光の当たる

場所に移動させている。僕の野菜にも生かせそうだ。 (世話

の仕方への気付き) 

１～４ ◯ 

７ 

 諸感覚を働かせながら観察

し，野菜の変化(課題)に気付

き，必要な世話を考える。 

 同じ野菜を育てているお友達は，葉っぱの匂いにも気付い

ていた。僕のトマトも葉っぱからトマトの匂いがしたぞ。 

葉っぱが黄色くなっているよ。葉っぱが虫に食べられてい

るよ。(詳細な自分の野菜の特徴への気付き・野菜の変化や課

題への気付き) 

１～４ ◯ 

８ 
 前時の気付きを基に，“野菜

先生” にアドバイスをもらう。 

野菜の葉っぱが○○なときは，△△すれば良いということ

が分かった。（自分の野菜に合った世話の仕方への気付き) 
 ◯ 

９ 
諸感覚を働かせながら，観察

する。 

前と比べると，葉っぱの色が濃くなっているよ。 

僕が肥料をあげたから，葉っぱが濃い緑色になったんだな。

(野菜の変化・生長への気付き・自他の取組のよさへの気付き) 

１～４ ◯ 

10 
 野菜を収穫し，喜びを伝え合

う。 

 大きく元気に実った。お家の人に料理してもらって野菜を

おいしく食べたよ。命を分けてもらって生きているんだね。

(対象のよさや生命への気付き・達成感，成就感への気付き) 

 ◯ 

11 
これまでの取組を振り返る。  野菜さんを大きく生長させて，たくさんの実を収穫するこ

とができたのは，毎日お世話を一生懸命頑張ったからだよ。

(自分のよさや成長への気付き) 

 ◯ 
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注１)観察カードの番号については，3.1.図１参照。 

注２)振り返りカードについては，3.3.図２参照。 

 

3.  本実践の実際 

3.1.  気付きの質を高めるための観察活動（観察カードの工夫） 

    野菜の観察活動をする際には，いつでも野菜にかかわることができる教室の前で栽培し，諸感

覚を働かせて自分の野菜をじっくりと観察できるようにした。観察に用いる観察カードもいつで

も使うことができるようにするために，常時廊下に置いておくこととした。 

また，個に応じて表現しやすい方法をとることができるように，観察カードは，常時１～４の

４種類を用意し，子どもが自己選択することができるようにした（図１）。a については，１回目

の観察であるため，全員が単元の振り返り時に自分の成長を捉えることができるように，絵と文

章の両方で記入することとした。 

さらに，諸感覚を使って観察することで，野菜の生長や面白さに気付くことができるように，

子ども一人一人を見取りながら，特に，諸感覚を働かせて対象を捉える視点を用いて観察してい

る子どもや，過去の野菜や友達の野菜と自分の野菜を比較しながら観察している子どもの行動を

クラス全体の中で価値付けたり意味付けたりして，全体にその観察の仕方が広がるような声かけ

を意識した。これらは，繰り返し観察をしていくうちに，野菜は生命をもっていることや生長し

ていることに気付くためである。 

  併せて，対象を捉える視点をもって活動することができるようにするために，国語科の「かん 

さつ名人になろう」と関連させながら学習を進めた。具体的には，表２(附属小 2021)のような対

象を捉える視点を，国語の教科書を用いながら教室に掲示した。また，教師側は，表３の観察の

視点（菅井・後藤 2014,18 頁）をもって指導に当たった。本実践は，子どもが自分のよさに気付

き，自分のよさや成長の自覚を促す手立てについて取り組んだため，特に，「⑦自己とのかかわり

への気付き」に着目して考察した。 

図１ 観察カード（a;第２時に全員共通で使用，１～４：第４時以降子どもが自由に選択） 

 

   a       １       ２      ３       ４ 
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表２ 野菜を捉える視点 

自分とのかかわりから対象を捉える視点 対象を捉える視点 
◯（野菜の・野菜栽培の） 
 面白さ，楽しさ，不思議さ，嬉しさ，悲しさ 
元気に，上手に，おいしく       等 

場所（位置），変化，生長，生命，大きさ，数，色，
形，長さ，感触，病気，土，水，肥料，日照，気温，
虫，時系列     等 

表３ 観察の視点 

   

3.2.  気付きの質を高めるための観察カードを活用した交流活動（観察カードの使い方） 

観察時は，野菜の特徴や生長，よりよい世話の仕方に気付くことができるようにするために，

自分の野菜と友達の野菜，自分と友達の世話の仕方などを比べたりしながら観察することができ

るようにした。そのために，野菜の鉢の配置は，同じ思いや願いをもった子ども同士の学び合い

が生まれ，必要感をもって交流活動に取り組むことができるようにするために，同じ種類の野菜

が近くになるような場づくりを行った。 

気付きの質を高めていくためには，体験と表現に加え交流活動を充実させていくことが重要で

あるため，自らの気付きに注目し，他者との比較を通して自らの気付きを見つめ直すことが有効

であると考え，お知らせボード（気付いたことを付箋に書いて貼れるボード）を作り，授業の中

で，お知らせボードを基に考えを交流することができるようにした。お知らせボードに貼る付箋

には，観察カードにかいた気付きから１番の発見や最も伝えたいことを選択して書くこととした。 

 

3.3.  自分自身についての気付きを自覚化するためのワークシートを用いた毎時間の振り返り活動 

  自分自身についての気付き（自分の取組のよさや成長に関する気付き）を表現し，自覚化する

ことができるようにするために，振り返りカード（図２）を作成した。振り返りカードは，記入

する際に，前回までの自分の気付きを見て振り返ることができるようにするために，１枚に書き

ためていくことができるよう記入枠を配置した。 

振り返りカードを使うタイミングとしては，毎時間（第２時から）の授業の終末５分間程を使

って，記入，発表をするようにした。 

 視点（気付きの質） ねらい 具体例 

① 
存在への気付き 見過ごしていた小さな命にまなざし

を向ける。 

こんな所から新たに芽が出てい

る。 

② 状態への気付き よく見ると見えてくるもの。 こんなに小さな蕾があった。 

③ 関係性への気付き 生物同士や環境とのかかわり。 虫が葉を食べている。 

④ 
全体の中での位置・価値への

気付き 

個々の生物の役割が全体の中で見え

てくる。 

枯れた葉っぱが野菜の肥料になっ

ていたんだ。 

⑤ 命への気付き 目の前のものを命として捉え直す。 実の中に新しい種がある。 

⑥ 
美しさへの気付き 見過ごしていた自然美を改めて実感

する。 

トマトの実が美しい赤色になっ

た。 

⑦ 
自己とのかかわりへの気付

き 

日頃忘れている自然物とのかかわり

を再認識する。 

自分は毎日野菜を食べて生きてい

る。 

⑧ 
自然への畏敬・感謝への気付

き 

自分の命は自然に支えられた存在で

あること。 

自分はあらゆる生命によって生か

されていたんだ。 

⑨ 自然との一体感への気付き 私も自然の一員。 あらゆる命と一緒に生きている。  

⑩ 
自然の浄化作用への気付き 自然の中で自己が癒やされることの

実感。 

自然と触れ合うと素直になれる。  
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図２ 振り返りカード 

 

4． 本実践の考察 

4.1.  気付きの質を高めるための観察活動に対する子どもの姿と考察 

    いつでも野菜にかかわることができる教室（１階）の前（廊下と反対側のドアを開けてすぐ。

校舎と校庭の間。）で栽培し，諸感覚を働かせて自分の野菜をじっくりと観察できるようにしたこ

とで，多くの子どもは，朝の時間や休み時間になるとすぐに教室を出て野菜の観察を行っていた。 

  観察活動において，3.1.で述べた手立てを繰り返していくうちに，子どもの観察の仕方に変化

が見られた。初めの頃は，観察カード１や２の絵が中心のものが選択されやすい傾向にあったが，

観察を重ねるにつれて，４の文章で気付きを書くものを選択する子どもの数が増えた。また，休

み時間にも観察カードを選び，「野菜さんの観察に行ってきます。」と，観察に行く姿が見られた。 

また，諸感覚を働かせて対象を捉える視点を用いて観察している子どもや，過去の野菜や友達

の野菜と自分の野菜を比較しながら観察している子どもを価値付けたり意味付けたりして，全体

にその観察の仕方が広がるような声かけを繰り返し行った。このような比較する気付きを意識付

けたため，表現の仕方を工夫するようになり，具体的には観察カード１～３の絵のスペースに縦

線を引き，自分で半分に分けて，前の野菜と現在の野菜を描いている子どもが数名見られた。 

 

4.2.  気付きの質を高めるための観察カードを用いた交流活動に対する子どもの姿と考察 

  お知らせボードを作り，授業の中で，情報ボードに書いてあることを基に考えを交流する活動

を設定したことで，子どもたちは観察で見いだした気付きを意欲的に付箋に書いてボードに貼る

姿が見られた。しかし，気付きをボードに貼るまでは意欲的に取り組んでいたが，授業中にみん

なで付箋を見る時間に，主体的に友達と交流する姿までは引きだすことができなかった。その要

因として，多くの子どもたちは，「もっと書きたい。」といった自分の気付きを書いて表現するこ

とに意欲が向いていたためであると考える。そこで今後は，子どもが必要感をもって交流活動に

臨むことができるような働きかけを行い，観察カードを用いて主体的な交流活動ができれば，さ

らなる気付きの質の高まりが見られると考える。そのために，観察カードの使い方も工夫する必

要があると考える。自分と友達の野菜を比較することで，新たな野菜の特徴や生長，自他の取組

のよさに気付くことができる。今後，観察カードの活用の仕方についてさらに追究していきたい。 
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4.3.  自分自身についての気付きを自覚化するためのワークシートを用いた毎時間の振り返り活動

に対する子どもの姿と考察 

  表３の⑦に着目して，子どもの気付きを表４にまとめたところ，26 番を除く全ての子どもが自

分自身についての気付きを記述していた。前単元までは，自分自身についての気付きの記述はほ

とんど見られなかったが，本単元では，ワークシートに意図的に記述させたことで，このような

変化が見られた。振り返り活動の回数を重ねるにつれて自分自身について気付く子どもの数が増

えると予想していたが，気付く子どもは最初から記述していた。さらに質の高い気付きが見られ

た子どもは２名程いた。９番の子どもは第２～３時での振り返りでは，「観察名人になれた。」で

あったことが，観察や交流活動を重ねると第８～９時では「色々なことをカードにかいた。みん

なの力で野菜さんを元気にした。目・鼻・口・耳を使って観察した。観察名人になった。」といっ

た諸感覚を働かせて観察をしたことを自覚化していることが分かる記述をしていた。21 番の子ど

もは，第２～７時までは，対象への気付きについての記述が主だったが，第８～９時では「前は

小さかったけど，お世話をしたら大きくなった。」と，野菜の変化と自分の取組を関連付けて考え

ていることが分かる記述が見られた。また，７月半ば頃に野菜が枯れてしまい，落ち込んでいた

が，第 10～11 時では，「野菜さんは枯れちゃったけど，お世話できてよかったです。」と，自分の

取組のよさを自覚化していることが分かる記述が見られた。表４の空欄の子どもでも，発言から，

自分自身についての気付きを自覚している子どもは他にも多くいた。しかし，やはり記述という

表現をすることで自覚化を強調することができるため，記述をしてほしい。そこで，本実践の手

立てに加えて，自覚化を促し，記述に至る新たな手立て（例えばワークシートの文言の工夫）が

必要である。 

  振り返りカードの使い方については，毎時間記入することで，前時までの気付きを踏まえた気

付きの記述ができることが分かった。また，自分の取組のよさや自分のよさは，毎時間記録して

おかなければ忘れてしまうため，単元全体の振り返り活動を行う際にも，自分の成長を自覚化す

るために，毎時間の振り返りカードの記入は有効であると考える。 

  一方で，記述はあるが対象についての気付きにとどまっている子どもがいた（表４の空欄）。そ

こで，振り返りカードの文言や振り返り活動時の発問の見直しを行う必要があると考える。 

表４ 自己とのかかわりへの気付き（自分自身についての気付き）に関する記述が見られた子ども 

出席番号 
第２～３時 第４～５時 第６～７時 第８～９時 第 10～11 時 

１ 

 色々なことを見付け

られた。 

野菜さんのお世話

を頑張った。 

ロイロノートで見

たり実際に長さを

測れたから，野菜さ

んも嬉しいかな。 

 

２ 
 よく観察できた。 虫が葉っぱを食べ

ていたから虫を取

った。 

観察をして，前と比

べたからいろいろ

分かった。 

自分の気持ちがちゃ

ん と 野 菜 さ ん に

言えたからよかった。 

３ 
野菜さんのことを心

配できた。 

    

４ 
観察名人になった。  野菜さんの言った

ことが分かった。 

観察名人に近付い

た。 

たくさん活躍した。 

観察 観察 
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表４ 自己とのかかわりへの気付き(自分自身についての気付き)に関する記述が見られた子ども 

５ 
野菜さんの心で何が

ほしいと観察でき

た。 

観察がとてもいっぱ

いいっぱいいっぱい

できた。 

いっぱい観察カー

ドにかけた。 

いっぱい観察カー

ドにかけた。 

水があたるところに

一生懸命運んだとこ

ろ。 

６ 
いつもよりよく観察

ができた。 

野菜名人に一歩近付

けた。 

よく話を聞けた。 いつもよりすごく

よく観察ができた。 

野菜さんにいろんな

ことができた。 

７ 
   野菜名人に一歩近

付けた。 

 

８ 

 観察を 100 パーセン

トやったけど，もっ

と観察をしたい。 

野菜さんの問題を

解決した。カラス対

策をした。 

いっぱい心配なこ

とを良くできた。こ

れから，野菜さんは

大丈夫になりそう

です。 

 

９ 

観察名人になれた。 よく観察できた。 観察がレベルアッ

プした。 

色々なことをカー

ドにかいた。みんな

の力で野菜さんを

元気にした。目・

鼻・口・耳を使って

観察した。観察名人

になった。 

野菜さんを動かして

水が当たる場所に動

かしてあげた。 

10 
 よく観察できた。 よく観察できた。虫

取りをした。 

よく話をした。 

よく観察できた。 

お世話をしたら大

きくなった。 

 

11 
  こんなことが原因

だったと知った。 

  

12 
野菜さんの心がすご

く知れた。 

野菜さんのことをい

っぱい知って，文

章にいっぱい書けた。 

しっかり話を聞い

て，世話ができた。 

野菜さんの観察を

して，絵にいっぱい

表せた。 

野菜さんの移動がで

きた。 

13 
観察名人に一歩近付

いた。 

    

14 
キュウリの声が聞こ

えるようになった。 

 野菜さんのことが

すっごいいっぱい

知れた。 

実が増えたことに

気付けた。 

 

15 
晴れた日に水をや

るのが初めて知った。 

    

16 

野菜さんを毎日観察

することで，野菜さ

んがいっていること

が分かった。 

 野菜さんが思って

いたことが分かっ

た。 

  

17 
 野菜さんの観察がよ

くできた。 

野菜さんの悩みを

解決した。 

トマトの実があっ

たことを観察カー

ドにかいた。 

水と肥料をあげて，

夏休みだから水が出

るところに置いた。 

18 
ちょっと観察名人に

近付けた。 

この前より観察名人

にめちゃくちゃ近付

けた。 

色々なことに気付

けた。 

前より野菜さんの

気持ちが分かった。 

野菜さんにお手紙を

書けた。 

19 
野菜さんの気持ちが

読めた。 

わき芽を自分から取

れた。 

 観察が丁寧にでき

た。 

観 察 名 人 に な れ

た！！！！ 

20 
   いっぱいお世話を

したから，カラスが

来なかった。 

野菜さんが赤くなっ

ていてすごいと思っ

た。 

21 
野菜さんと話せた。 野菜さんの変化が分

かった。 

実が赤くなるのが

遅いのに気付いた。 

前は小さかったけ

ど，お世話をしたら

大きくなった。 

野菜さんは枯れちゃ

ったけど，お世話で

きてよかったです。 

22 

ピーマンがありさん

たちに食べられてい

ることに気付いてあ

りさんを追っ払った。 

いっぱい観察したか

ら野菜名人になれ

た。 

 触ったり見たりし

ていたら観察名人

に近付いた。 

 

23 

野菜さんの心が読め

たし，発見がいっぱ

いだった。 

いっぱい観察をした

ら，ピーマンのこと

がよく分かった。観

察名人に近付いた。 

いろいろやってみ

たらできた。 

 今までお世話をして

よかったと思った。 

24 

昨日より育ってたこ

とが分かった。なん

でかというと観察を

いっぱいしたから。 

今日はちゃんとしっ

かり見付けられたも

のが多くて嬉しかっ

た。 
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表４ 自己とのかかわりへの気付き(自分自身についての気付き)に関する記述が見られた子ども 

25 
    野菜さんとお別れは

悲しい。 

26      

27 
野菜さんの心が読め

たからよかった。 

野菜さん名人に一歩

近付けたからよかった。 

ミニトマトのこと

をよく知れた。 

野菜さんのことを

よく知れた。 

自分の気持ちを伝え

られた。 

28 
   野菜さんが元気に

なっていたから嬉

しかった。 

３年生になっても，

野菜を育てたい。 

29 
１回目で観察名人に

なれた。次は，発見

名人になりたい。 

今日はいっぱい発見

をした。また野菜名

人に一歩近付けたかも。 

今までの授業でお

世話の仕方が上手

くなった。 

野菜さんの悩みご

とが解決してよか

った。 

今日は，いっぱい発

見をした。 

30 
 野菜さんのいいとこ

ろを見付けた。 

野菜さんのために

わき芽を取った。 

野菜さんの健康観

察をした。 

野菜さんが育って

よかったと気付いたこと。 

31 

野菜さんの心が読め

た。 

野菜さんのすごいと

ころを見付けた。 

枯れていたとき，水

を一気にあげたら

ひびが入ることを

初めて知った。 

丁寧に観察した。  

32 
野菜さんが元気に育

ってくれて嬉しい

し，元気よく育てた。 

    

33 
観察をしてミニトマ

ト名人になれた。 

もっとミニトマト名

人に近付いた。 

色々なことを知れ

た。 

 色々なことを知れ

た。 

34 

観察したら葉っぱの

形や茎のことをよく

知れた。 

キュウリのいろいろ

なことが分かって，

観察名人に少し近付

けた。 

キュウリの元気が

ないところを見付

けたから野菜先生

に聞きたい。 

野菜さんの元気な

ところや元気がな

いところが分かっ

た。 

野菜さんを収穫した

ときの気持ちも分か

って，野菜さんにお

手紙を書けた。 

  

5． おわりに  

 本実践報告では，第２学年生活科「大好き やさいさん」についての実践を通して，子どもが自

分の取組のよさや成長を自覚化するための教師の手立てについて，ワークシートを活用した表現活

動を中心にまとめた。観察活動等の体験とワークシートに書く活動等の表現を繰り返し行っていく

ことで，子どもの表現内容に変容が見られたことから，体験と表現の往還の重要性が示された。そ

して，そのような体験と表現の往還を主体的に行っていく子どもを育成するために，観察活動に主

体的に取り組むことができるように観察カードを自己選択することができるようにした手立てや，

対象だけでなく，毎時間自分自身についての気付きの自覚を促すことができるようにした振り返り

カードのような手立てが有効な手段となり得ることを明らかにすることができた。今回の実践を振

り返り，これからも気付きの質を高めるための手立てをさらに追究していきたい。 

 

引用文献 

 文部科学省(2018).小学校学習指導要領解説生活編 東洋館出版 

田村学(2017).新学習指導要領の展開 明治図書 

鹿児島大学教育学部附属小学校（2020）「学習指導案の書き方―新たな価値を創り出す資質・能力

を育む授業をつくる―」 

鹿児島大学教育学部附属小学校（2021）「新たな価値を創り出す資質・能力を育む授業の創造Ⅲ～

学びの可視化を通して～」 

 


